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－i■m企画展珠玉の大津絵

－望－ミニ企画展戦時下の大津

ミニ企画展居初案文書の世界

－ゴd－学芸員のノートから

湖岸の石垣をたずねて

珠玉の大津絵
一町田市博×大津歴博コレクションー

平成25（2013）年7月26日（金）から9月1日（日）まで

藤娘　町田市立博物館蔵 長刀弁慶大津市歴史博物館蔵
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企　　画　　展 

珠　玉　の　大　津　絵 
一町田市博×大津歴博コレクションー 

7月26日（金）～9月1日（日）

観覧料　一般：800円（640円）、高大生：400円（320円）、小中生：無料

（）内は、前売り、15名様以上の団体、大津市内在住の65歳以上の方、大津市内在住の障害者の方の割引料金。

大津絵とは
大津と京都の境にあたる大

津追分付近は現在、京都棄イ

ンターと国道1号、西大津バイ

パスのジャンクションです。

実は、そのエリアが大津市で

あることを御存じでしょうか

（名神高速道路の計画当初

も、日本道路公団により現在

の京都棄にが「大津l⊂」とし

て公表されていた）。江戸時

代も、その場所は東海道（京

街道）と伏見街道が合流する

ジャンクションであり、そこ

は旅人・駕寵かき・人足・馬
節分　町田市立博物館蔵　　　　　　　　　猫と鼠　大津市歴史博物館蔵

子たちでごったがえす土産物店街でした。そこで人気をさらっていた土産物、それが「大津絵」です。「絵」

ではありますが、伊藤若沖や円山応挙らが手がけた立派な床掛けのファインアートではなく、むしろキャラク

ターグッズのようなものです。それは、旅路を急ぐ人々の足を、「おやっ」と思わせて立ち止まらせ、一目で

心をつかみ、購入を決意させねばならぬ環境が生み出した、いわばキャラクター的造形の先駆け、それが「大

津絵」なのです。

もっとも、初期の「大津絵」は、まじめに「仏画」を描いたものであり、庶民が信仰対象として求める土産

物でした。また、「大津絵」のキャラクターは、単に「ゆるく」・「かわいい」だけではありません。江戸時

代の庶民の気質を反映した風刺や滑稽、教訓が込められていて、それを知ると、「なるほど－！」と、ついう

なずいて買ってしまうような土産物です。

大津絵キャラクターが大集合する本展では、それらに込められたユニークな意味や特性（キャラクター）を

紹介し、江戸時代、全国区の人気を誇った大津絵の魅力を堪能していただきます。

展覧会の特色

町田市立博物館は、公立博物館として、東日本で最も充実している大津絵コレクションを所蔵しています。

しかし、まとまった形で、他館に貸し出されたことはなく、今回、コレクション交流展という形で、町田市立

博物館所蔵大津絵コレクション全体を、初めて一括出品していただくこととなりました。本属では、本館収蔵

品もあわせて一堂に展示し、珠玉の大津絵が100点あまり並ぶ展覧会となります。

【展示コーナーl O大津絵とは一大津絵の基礎知識

．　　　　　　　　　C｝大津絵の店と大谷・追分界隈の賑わい

○大津絵大図解　　大津絵が生まれるまで・大津絵の神仏一普及版神仏画の展開一

大津絵の鬼一兎も人、人も鬼？一　・大津絵の美人画一美人こそ教訓の種一

福神のこつけいなパフォーマンス　・武神・武者一猛者への祈り－

若衆と男衆－二枚目から三枚目へ一　・大津絵動物園

C】江戸時代のメディアに見る大津絵
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雷　　公

町田市立博物館蔵

隼

3

雨宝童子

大津市歴史博物館蔵

二言才圭云一題

軋▲ノ．三好

鬼の念仏

町田市立博物館蔵　　　　　　　　　個人蔵・大津市歴史博物館寄託

阿弥陀三尊来迎

町田市立博物館蔵

竹に龍
町田市立博物館

本展には、希少な初期の大津絵が大集合

阿弥陀三尊来迎：現存大津絵の中では最大サイズ。大津絵がコンパクトサイズになる以前の最古級作品－。

雨宝童子：やはり最古級の大津絵のひとつ。線描にまだ本格的仏画の名残りを留める。

雷　　公：大津絵の雷さんはコミカルが定番だが、この初期作の雷公は気性が荒そうだ。

竹に龍：現存確認はこの作品のみ。倶利伽羅龍が逆行するかのように竹にからみつく不思議な画題。

鬼の念仏：三井家旧蔵とされる鬼の念仏。豪商も何か思うところかあったか。

隼：大津絵の鳥獣作品では、もっとも古い様式をみせる作品のひとつ。凛とした描写。

監古．定醜■1‥…舶



戦時下の大津　一千和へのメッセージー

会期：平成25年8月13日（火）～9月8日（日）まで

昭和20年（1945）8月、第2次世界大戦が終結してから、今年で68年が経過

しました。戦争の惨禍を記憶される方々の高齢化が進み、戦争そのものの風化

による危機感が叫ばれてからでも久しい年月か過ぎました．1重吉琶湖と緑の山々

に囲まれた我が大津の地ですが、実は、戦時中に陸海軍のさまざまな施設が

あったのたということさえ、忘れがちになっているのではないでしょうか。

今回のミニ企画展では、まず、市内にあった陸軍歩兵第九連隊、陸軍少年飛

行兵学校、大津海軍航空隊、滋賀海軍航空隊、天虎飛行訓練所、桜花特攻基地

などの歴史を、残された遺品や当時の写真で紹介します。また、戦時体制下で

の市民生活に関わるさまざまな資料も、合わせて展示。特に、物資が不足した

なかで使用された衣料切符、戦争遂行のための資金調達を目的に発行された戦

時国債、またかつて旧甚七町（現松本二丁目）にあった映画館・帝国館で上映

された「爆弾（肉弾）三勇士」のチラシなどにより（写真右、本館蔵・畠山コ

レクション）、戦時下の市民生活を振り返ります。

間掴聞脚Mは旧

大津の古文書7　盾初家丈書の世界

会期：平成25年9月10日（火）～10月14日（月・祝）

堅田船道郷士の居初家には、中世以来の古文書か多く伝来しています。．これらの古文書は、堅田や居初家の歴

史だけでなく、琵琶湖の水運・漁業など、近江の歴史を知るための重要な歴史資料です．一J今回の三二企画展で

は、室町・戦国時代から江戸時代の古文書のうち、堅田の由緒や湖上特権、また宮座（祭祀組織）に関する文書

を中心に紹介します。

浅野長吉捉書　天正11年（1583）12月12日　　　　　　　（表紙）　　　　　　　　　　　　　（本文）

鳥居木奉カロ帳（宮座関係文書）大永2年（1522）5月20日
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軽率現地見学会＿湖岸の石垣をたずねて雑感

本年3月2日（土）から4月14日（日）まで開催した企画展「大津百町－マチからはじまるモノ

リー」では、関連講座として「かつての湖岸ラインを探る」と題した現地見学会を実施しました。か

ただきました。

大津の湖岸は、戦前から戦後、特に昭和30年代から始まる高度経済成長期に順次埋め立てられ、

は一変してしまいました。かつて琵琶湖の湖岸だった時の痕跡など、もうどこにも残っていないだろ

と考えてしまうのも無理はないのですが、丹念に歩いてみると、各所にその痕跡、つまり

あった石垣が残されているのに驚かされます。

さて見学会で探索したのは、尾花川・観音寺付近から浜大津、さらに松本

の庄・木下町あたりまで。かつての湖岸の石垣は、今も健在でした。尾花川・観音寺は、

沿いに開けた町地ですが、その道路の湖岸側の町家のすぐ裏手には、長い距

ます。旧道を歩いてみると、湖岸側の町家と町家の間に何本もの細い路地が残っています。

の海津などを歩くと、家と家の問から琵琶湖が見え、いかにも湖国を訪ねているという

とができますが、かつての尾花川・観音寺あたりも、そのような風景だったのです。こ

道は、馬場や西の庄あたりにも残されており、大津の人々が、重吉琶湖を日常生活の場としていた

かります。石垣は、浜大津から石場あたりでは京阪電車の線路沿いに残っており、そこから膳

けては、現湖岸道路の少し内側に入れば容易？に見つけることができます。なかには、鉄板で蓋を

る溝筋などにも残されています。当館に問い合わせていただければ、現地見学会当日に配布した地

リますので、興味のある方は是非ご連絡ください。（本館館長　樋爪　修）

観音寺に残る湖岸の石垣

二去こLA二義ゝ定曇讐二
馬場児童公図（馬場一丁目）の路地
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大津城主京極高次の古文書
京極高次判物（宛行状）文禄4年（1595）9月16日付　折紙（個人蔵）

今回は、戦国時代、大津城最後の城主である京極高次が発給した古文書を紹介します。

この文書は、文禄4年9月16日に原田次郎左衛門尉へ宛てられたもので、松本にあった7石5斗3升5

合分の土地を与える、という内容です。本文はわずか3行半しかありませんが、豊臣政権や京極高次の大

津支配を考える上で大変重要な内容を含んでいます。

京極高次は、文禄4年に豊臣秀吉から6万石を加増され、それまで支配していた近江八幡から大津城主

へ移ります。高次は、同年9月11日、それまでの大津城主と同様に、大津百機船への特権を認める高札

を、自身の花押（サイン）を据えて発給しています。ところが現在、大津城主として京極高次が発給した判

物（花押を据えた文書のこと）は、大津百機船高札と今回紹介した文書しか見つかっていません。また、文

書の内容にある「松本」は、翌文禄5年に大津町と並んで太閤検地が実施された松本新町を指すと考えら

れることから、この文吉が京極高次よる大津町とその周辺の開発・支配を示す数少ない史料といえます。今

後、大津で新たな京極高次の発給文書が発見されれば、大津城雷巨城戦以前の大津町支配やその実態がより明

らかになるかもしれません。大津での京極高次の発給文書の行方が気になりますね。（本館学芸員　甜喬大手卸

写真左　京極高次判物

写真中　京極高次判物花押部分

写真右　京極高次大津百服船高札（個人蔵）
花押部分

〔解読のポイント〕

（1）折紙とは、料紙（文書を書く紙）を水平方向に折り、右から書いていく形をいいます。最初に「以上」とあるのは、本来冒頭

部分に「尚々書」といって追伸を書くのですが、それがないことを示しています。

（2）花押は、その人の名前の一字を使うことが多いようですが、これは何の字を使っているのでしょうか。長方形にも見えますか、

「次」をかたどったものにも見えないでしょうか。

洋本収蔵品と京極高次大津百渡船高札は、常設展示「大津百町」コーナーに展示してあります。
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